
『
虎
明
本
』
の
形
に
固
ま
る
以
前
の
大
蔵
流
系
統
の
狂
言
の
様
相
を
伝
え

る
台
本
の
可
能
性
が
か
な
り
強
い
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
『
祝
本
』
は
所
収
の
本
狂
言

が
わ
ず
か
二
十
三
曲
と
い
う
小
本
な
が
ら
、
現
存
最
古
の
、
詞
章
の
整
っ

た
京
畿
内
成
立
の
本
（
『
天
正
狂
言
本
』
は
筋
書
き
と
語
り
・
歌
謡
が
中

心
で
、
東
北
地
方
成
立
の
可
能
性
が
大
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
演
劇
史

的
な
価
値
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
語
史
（
中
央
語
史
）
を
考
え
る
上
で

も
、
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
推
定
で
あ
り
、
我
々

は
、
そ
の
推
定
を
前
提
に
し
て
国
語
史
上
の
価
値
を
云
々
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
我
々
国
語
史
家
の
ま
ず
取
る
べ
き
態
度
は
、
『
祝
本
』
の
詞

章
を
こ
と
ば
の
面
か
ら
種
々
検
討
し
、
内
容
面
か
ら
の
推
定
に
対
し
て
、

そ
れ
を
支
持
で
き
る
か
否
か
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
『
祝
本
』
の
こ
と
ば
に
つ

い
て
、
ま
ず
表
記
面
の
特
徴
を
調
査
し
、
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ

－３５９

『
祝
本
狂
言
集
』
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
、
以
下
『
祝

本
』
と
略
記
）
は
、
近
年
永
井
猛
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
新
資
料
で
あ

る
（
「
観
世
」
昭
六
一
・
六
月
号
に
概
要
の
紹
介
と
諸
狂
言
台
本
中
に
お

け
る
位
置
付
け
の
試
み
、
「
能
楽
研
究
」
十
一
一
号
〔
昭
六
二
・
三
〕
に
全

文
の
翻
字
と
解
説
が
あ
る
）
・

永
井
氏
に
よ
れ
ば
、
『
祝
本
』
は
、
成
立
年
代
・
筆
者
と
も
に
不
明
な

が
ら
、
内
容
的
に
は
現
存
最
古
の
『
天
正
狂
言
本
』
（
天
正
六
年
’
一
五

七
八
年
の
年
記
あ
り
）
と
、
大
蔵
流
最
古
の
『
虎
明
本
』
（
寛
永
十
九
年

’
一
六
四
二
年
成
立
）
や
和
泉
流
最
古
の
『
天
理
本
』
（
寛
永
ｌ
正
保
頃

成
立
）
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
台
本
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
永
井
氏
は
『
祝
本
』
の
成
立
時
期
、
こ
の
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る

祝
氏
の
こ
と
、
さ
ら
に
流
派
に
つ
い
て
も
推
定
を
加
え
ら
れ
、
成
立
年
代

は
近
世
最
初
期
、
慶
長
か
ら
寛
永
初
年
頃
を
想
定
さ
れ
、
祝
氏
に
つ
い
て

は
大
阪
在
住
の
能
楽
関
係
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
流
派
に
関
し
て
は



り
以
前
の
表
記
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
最
初
期
の
成
立

（
直
接
に
は
書
写
）
で
は
な
い
か
と
い
う
永
井
猛
氏
の
推
定
に
賛
意
を
表

し
た
こ
と
が
あ
る
（
文
献
①
）
・

こ
の
た
び
は
、
主
に
文
法
的
な
用
語
を
中
心
に
考
察
し
、
『
虎
明
本
』

や
『
天
理
本
』
、
さ
ら
に
『
狂
言
記
（
正
爾
）
』
（
一
六
六
○
年
刊
）
と

の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

本
文
に
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
か
ら
提
供
を
受
け
た
原
本
写
真
版

を
用
い
、
随
時
「
能
楽
研
究
」
十
二
号
所
載
の
翻
字
を
参
照
し
た
。

（
二
二
段
活
用
と
そ
の
一
段
化

一
一

二
段
活
用
の
一
段
化
現
象
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
国
語
変
化

の
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
研
究
も
多
い
。
狂
言
本
に
限
っ
て
も
、
『
虎
明

本
』
や
『
天
理
本
』
に
お
け
る
研
究
（
文
献
②
）
、
『
狂
言
記
』
に
お
け

る
研
究
（
文
献
③
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
『
虎
明
本
』
や

『
天
理
本
』
に
お
い
て
は
、
一
段
化
は
僅
か
（
『
虎
明
本
』
で
二
段
活
用

対
一
段
活
用
は
ほ
ぼ
一
一
十
五
対
一
〔
実
数
一
千
二
百
余
対
四
十
八
〕
、

『
天
理
本
』
で
三
十
六
対
一
〔
実
数
七
百
八
十
四
対
二
十
七
〕
・
い
ず
れ

も
延
べ
語
数
に
よ
る
比
較
で
動
詞
の
み
）
で
あ
る
が
、
『
狂
言
記
』
に
お

い
て
は
双
方
桔
抗
し
て
い
る
（
二
段
対
一
段
は
一
対
一
・
二
〔
実
数
二
十

九
対
三
十
六
〕
、
や
は
り
動
詞
の
み
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
祝
本
』
で

は
、
一
段
化
し
た
も
の
が
、
や
は
り
動
詞
に
限
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に

五
例
見
え
る
（
以
下
、
会
話
文
の
用
例
の
み
を
対
象
と
し
、
翻
字
は
「
能

楽
研
究
」
十
二
号
の
も
の
に
準
ず
る
）
・

＊
此
馬
ハ
す
ハ
ぷ
き
す
れ
（
は
ね
る
（
三
オ
）

＊
い
や
い
や
そ
れ
が
し
が
た
べ
る
も
の
で
ハ
御
座
な
い
（
十
八
ウ
）

＊
い
や
そ
れ
が
し
が
た
べ
る
事
ハ
め
い
わ
く
に
て
候
（
十
八
ウ
）

＊
な
に
事
二
さ
や
う
一
一
ほ
ゑ
る
ぞ
と
申
さ
れ
う
（
二
十
三
オ
）

＊
は
ら
ハ
た
上
ね
ど
が
う
が
に
ゑ
る
（
五
十
八
ウ
）

一
方
、
二
段
活
用
の
ま
ま
の
動
詞
は
十
例
で
、
二
段
対
一
段
は
二
対
一
の

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
用
例
は
多
く
な
い
が
、
『
祝
本
』
は
『
狂
言
記
』

の
様
相
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）
ラ
行
下
二
段
活
用
と
そ
の
四
段
化
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こ
れ
ま
で
に
、
古
狂
言
本
の
相
互
比
較
に
用
い
ら
れ
て
き
た
文
法
事
項

に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
次
の
六
項

目
を
中
心
に
考
察
す
る
。

（
一
）
二
段
活
用
と
そ
の
一
段
化

（
二
）
ラ
行
下
二
段
活
用
と
そ
の
四
段
化

（
三
）
動
詞
・
助
動
詞
の
命
令
形
語
尾
「
ョ
」
と
「
イ
」

（
四
）
「
御
座
ァ
と
「
御
座
ル
」
「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」
と

そ
の
否
定
形

（
五
）
待
遇
表
現
形
式
「
オ
ー
ャ
ル
」
「
ｌ
ヤ
ル
」

（
六
）
原
因
・
理
由
を
表
す
「
ホ
ド
ー
ー
」
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
な
ど



（
三
）
動
詞
・
助
動
詞
の
命
令
形
語
尾
「
ョ
」
と
「
ィ
」

上
一
・
上
二
・
下
一
・
下
二
の
各
段
お
よ
び
力
変
・
サ
変
に
活
用
す
る

動
詞
、
さ
ら
に
下
二
段
に
活
用
す
る
助
動
詞
の
命
令
形
は
、
伝
統
的
に
語

尾
に
「
且
を
有
し
て
い
た
が
、
口
語
と
し
て
は
中
世
こ
ろ
か
ら
「
ィ
」

に
変
化
し
始
め
、
近
世
に
お
い
て
一
般
化
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
現
象

に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
か

っ
て
古
狂
言
本
を
資
料
と
し
た
調
査
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
（
文
献
⑤
）
。

『
祝
本
』
の
実
態
に
つ
い
て
も
そ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
全
体

と
し
て
旧
形
「
且
対
新
形
「
イ
」
は
、
ほ
ぼ
一
対
四
（
実
数
十
二
対
四

十
五
）
で
、
『
狂
言
記
』
の
一
対
二
十
四
（
実
数
十
一
一
一
対
三
百
十
八
）
は

言
う
に
及
ば
ず
、
『
虎
明
本
』
の
一
対
八
（
実
数
百
五
対
八
百
八
十
三
、

『
天
理
本
』
の
一
対
六
（
実
数
八
十
二
対
四
百
八
十
四
）
に
比
し
て
も
、

新
形
の
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
現
象
で
は
、
『
祝
本
』

は
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ
り
古
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
特
に
、
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
で
は
ほ
と
ん
ど
百
％
に
近
い
比

率
で
新
形
「
イ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
助
動
詞
の
命
令
形
の
場
合
、
『
祝

本
』
で
二
十
三
％
強
の
旧
形
「
ョ
」
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
（
実
数
「
ョ
」
六
対
「
イ
」
二
十
）
・
次
に
そ
の
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。

＊
さ
ら
・
ハ
と
ら
し
ら
れ
よ
（
セ
オ
）

＊
な
ぎ
な
た
成
共
持
せ
よ
（
二
十
四
ォ
）

（
四
）
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
と
「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」
と

そ
の
否
定
形

こ
れ
ら
の
用
語
は
、
古
狂
言
本
の
待
遇
表
現
形
式
と
し
て
頻
繁
に
用
い

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
台
本
の
新
旧
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
状
況
に

明
瞭
な
相
違
が
現
れ
る
も
の
と
し
て
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
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敬
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
ラ
行
下
一
一
段
活
用
の
「
メ
サ
ル
ル
」
「
ク
ダ

サ
ル
と
「
ナ
サ
ル
ル
」
な
ど
は
、
近
世
初
期
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
四
段

化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
「
メ
サ
ル
と
の
四
段
化
は
他
の
も

の
に
先
ん
じ
て
お
り
、
古
狂
言
本
で
も
『
虎
明
本
』
や
『
狂
言
記
』
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
文
献
④
）
・
『
祝
本
』
で
も
、

＊
今
度
ハ
は
し
り
と
び
に
め
さ
れ
（
十
一
オ
）

＊
よ
う
め
サ
ッ
た
ノ
（
二
十
ニ
オ
）

＊
何
め
さ
る
ぞ
と
お
も
た
れ
（
（
三
十
七
オ
）

の
三
例
（
連
用
形
一
、
終
止
連
体
形
一
、
命
令
形
一
）
に
四
段
化
が
見
ら

れ
、
下
一
一
段
の
六
例
（
未
然
形
一
、
連
用
形
五
）
に
対
し
て
、
下
二
段
対

四
段
は
二
対
一
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
文
献
④
に
よ
れ
ば
、
『
虎
明
本
』

で
は
、
下
二
段
対
四
段
は
十
四
対
一
（
実
数
七
十
一
一
対
五
）
、
『
狂
言
記
』

で
は
一
対
三
（
実
数
二
対
六
）
の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
『
祝
本
』
は
、

両
本
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
『
祝
本
』
に
は
「
ク
ダ
サ
ル
ル
」
が
九
例
、
「
ナ
サ
ル
ル
」
が

三
例
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
四
段
化
は
起
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
は

『
虎
明
本
』
と
同
様
で
、
「
ク
ダ
サ
ル
ル
」
「
ナ
サ
ル
ル
」
双
方
に
一
一
例

（
い
ず
れ
も
命
令
形
）
の
四
段
化
が
見
ら
れ
る
『
狂
言
記
』
と
は
異
な
っ

て
い
る
。



（
五
）
待
遇
表
現
形
式
「
オ
ー
ャ
ル
」
「
ｌ
ャ
と

こ
れ
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
中
位
（
後
に
軽
位
）
の
敬
意
を

も
つ
表
現
と
し
て
頻
用
さ
れ
た
も
の
で
、
「
オ
ー
ャ
と
が
中
世
、
近
世

初
期
、
「
Ｉ
ヤ
ル
」
が
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た

（
ｌ
の
部
分
は
、
動
詞
・
助
動
詞
の
連
用
形
）
。
こ
の
変
遷
過
程
に
つ
い

て
は
、
詳
細
な
研
究
は
出
て
い
な
い
が
、
古
狂
言
本
に
つ
い
て
は
、
筆
者

＊
な
ぎ
な
た
ハ
し
や
う
と
く
御
座
な
い
と
申
（
二
十
四
オ
）

＊
そ
れ
が
し
一
一
さ
け
を
く
れ
た
事
が
御
座
ら
ぬ
（
十
三
ウ
）

次
に
、
「
オ
リ
ャ
ル
」
と
「
オ
ヂ
ャ
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
『
虎
明

本
』
で
は
前
者
対
後
者
が
一
対
一
（
実
数
百
八
十
一
対
百
七
十
七
、
北
原

保
雄
他
編
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
総
索
引
』
一
’
七
に
よ
っ
て
実
計
）
、

『
天
理
本
』
で
は
一
・
二
対
一
（
実
数
五
十
二
対
四
十
三
、
文
献
⑨
に
よ

る
）
と
、
双
方
桔
抗
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
狂
言
記
』
で
は
一
対
四

（
実
数
六
十
対
二
百
四
十
九
）
と
な
っ
て
お
り
（
文
献
⑦
）
、
新
形
「
オ

ヂ
ャ
ル
」
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
『
祝
本
』
は
一
対
三
（
実

数
二
対
六
）
と
な
っ
て
お
り
、
用
例
は
少
な
い
が
、
『
狂
言
記
』
に
よ
り

近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

＊
急
程
に
こ
れ
じ
ゃ
。
内
一
一
お
り
や
る
か
（
三
十
四
オ
）

＊
そ
れ
が
し
が
い
つ
し
や
て
い
し
た
事
が
お
じ
や
る
ぞ
（
三
十
六
ウ
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
表
現
形
式
の
否
定
形
に
は
「
オ
リ
ャ
ラ
ヌ
」
「
オ
リ

ナ
ィ
」
「
オ
ヂ
ャ
ラ
ヌ
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、
『
祝
本
』
に
は
「
オ
リ
ナ

ィ
」
が
一
例
見
え
る
だ
け
で
、
他
の
諸
本
と
の
比
較
は
で
き
な
い
。
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で
あ
る
。

ま
ず
、
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
ル
」
に
つ
い
て
は
、
近
世
最
初
期
の
狂

言
本
で
は
、
「
御
座
ル
」
が
多
数
を
占
め
る
中
で
「
御
座
ア
ル
」
の
用
例

も
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
狂
言
本
で
は
「
御
座
ア
ル
」
は

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
具
体
的
に
は
、
『
虎
明
本
』
で
は

前
者
対
後
者
が
、
ほ
ぼ
一
対
九
（
実
数
で
は
三
百
対
一
一
千
八
百
四
十
四
）
、

『
天
理
本
』
で
は
一
対
七
（
実
数
百
三
十
対
九
百
十
九
、
『
抜
書
』
を
除

く
）
と
な
っ
て
い
る
（
文
献
⑥
に
よ
る
）
。
ま
た
『
狂
言
記
』
で
は
、

「
御
座
ル
」
の
み
が
用
い
ら
れ
る
（
実
数
九
百
一
一
十
四
、
文
鉾
磯
山
に
よ
る
）
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
『
祝
本
』
で
は
「
御
座
ア
ル
」
は
、

＊
さ
や
う
一
一
御
座
あ
れ
（
、
そ
れ
が
し
ハ
あ
ま
り
無
調
法
に
て
（
四
十

三
オ
）

の
一
例
の
み
で
、
他
の
百
三
十
八
例
は
す
べ
て
「
御
座
ル
」
で
あ
る
ｂ
つ

ま
り
、
『
祝
本
』
は
『
狂
言
記
』
の
様
相
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
御
座
ァ
と
「
御
座
ル
」
の
否
定
形
で
あ
る
「
御
座
ナ

ィ
」
「
御
座
ラ
ヌ
」
の
実
態
は
、
や
や
異
な
る
。
『
虎
明
本
』
で
は
、
前

者
対
後
者
が
一
対
一
（
実
数
百
七
十
六
対
百
六
十
八
）
と
全
く
桔
抗
し
て

い
る
（
文
辞
聾
。
）
の
に
対
し
て
、
『
天
理
本
』
で
は
一
対
七
（
実
数
十
五

対
百
十
一
一
）
で
あ
り
、
『
狂
言
記
』
で
は
「
御
座
ラ
ヌ
」
専
用
（
実
数
四

十
三
）
で
あ
る
（
文
鉾
震
。
）
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
『
天
理
本
』
と
『
狂

言
諏
建
が
お
互
い
に
近
い
と
言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

『
祝
本
』
は
一
対
一
・
五
（
実
数
六
対
九
）
と
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ

『
虎
明
本
』
に
近
似
し
て
い
る
。



（
六
）
原
因
・
理
由
を
表
す
「
ホ
ド
ニ
」
「
一
一
ヨ
ッ
テ
」
な
ど

古
代
語
に
お
い
て
、
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
表
現
形
式
は
、
主
に
接

続
助
詞
「
（
」
が
担
っ
て
い
た
が
、
中
世
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
連
語
に
よ

る
表
現
が
発
達
し
て
く
る
。
中
で
も
「
ホ
ド
ー
ー
」
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は
、

中
世
半
ば
以
降
、
中
心
的
な
形
式
と
し
て
頻
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
な
研
究
が
出
て
お
り
（
文

献
⑪
）
、
当
期
の
狂
言
本
で
も
、
『
虎
明
本
』
と
『
虎
清
本
』
（
一
六
四

六
年
成
立
）
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
『
虎
明
本
』

の
数
値
を
借
り
る
と
、
「
ホ
ド
ニ
」
は
全
体
の
形
式
（
総
数
二
千
四
百
二

十
八
）
の
う
ち
七
十
二
％
（
実
数
一
千
七
百
五
十
）
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
は

十
％
（
実
数
二
百
五
十
二
）
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
「
（
」
の
上
％

（
実
数
百
六
十
七
）
、
「
ア
イ
ダ
」
の
三
％
弱
（
実
数
六
十
五
）
、
「
ト

コ
ロ
デ
」
の
二
％
（
実
数
五
十
三
）
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
「
ホ
ド
ニ
」

と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
割
合
は
、
七
対
一
で
あ
る
。
『
天
理
本
』
の
数
値
は

未
調
査
で
あ
る
が
、
『
狂
言
記
』
で
は
、
「
ホ
ド
ー
ー
」
と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」

の
割
合
は
、
ほ
ぼ
四
対
一
（
実
数
百
九
六
対
四
十
四
）
で
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」

の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
祝
本
』
は
、
全
体
の
形

式
（
総
数
九
十
七
）
の
う
ち
、
「
ホ
ド
ー
こ
が
五
十
九
％
（
実
数
五
十
七
）
、

「
ア
イ
ダ
」
が
十
九
％
（
実
数
十
八
）
、
「
ト
コ
ロ
デ
」
が
十
％
（
実
数

十
）
、
「
・
ハ
」
が
七
％
（
実
数
七
）
、
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
が
五
％
（
実
数
五
）

と
な
っ
て
い
る
。
『
虎
明
本
』
と
の
比
較
で
は
、
「
ア
イ
ダ
」
「
ト
コ
ロ

デ
」
の
勢
力
が
比
較
的
強
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
当
面
の
「
ホ
ド
ー
こ
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が
以
前
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
（
文
献
⑩
）
・
こ
こ
で
は
大
部
分
、
そ
の

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
『
虎
明
本
』
で
は
、
前
者
と
後
者
の
割
合
が
十
一

対
一
（
実
数
三
百
十
対
二
十
八
、
語
頭
に
も
と
も
と
「
お
」
を
有
す
る
も

の
は
「
オ
ー
ャ
と
の
形
が
現
れ
な
い
の
で
除
く
）
、
『
天
理
本
』
で
は
、

六
十
七
対
一
（
実
数
二
百
一
一
対
三
）
と
な
っ
て
お
り
、
新
形
「
ｌ
ヤ
ル
」

の
比
率
は
極
め
て
低
い
。
し
か
し
『
狂
言
記
』
で
は
、
ほ
ぼ
一
対
二
・
四

（
実
数
二
八
対
六
十
七
）
で
、
両
形
の
勢
力
は
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。

『
祝
本
』
の
実
態
は
、
二
・
七
対
一
（
実
数
十
六
対
六
）
で
、
『
虎
明
本
』

『
天
理
本
』
と
『
狂
言
記
』
の
中
間
に
位
慨
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
に
は
、
「
ｌ
ヤ
ル
」
と
な
っ
て
い

る
用
例
に
は
、
一
定
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
、
特
に
直
前
に
助
詞
の
「
を
」

が
あ
る
場
合
に
な
り
易
く
（
発
音
上
の
問
題
で
あ
ろ
う
）
、
次
い
で
対
者

の
動
作
に
関
す
る
場
合
よ
り
も
、
第
三
者
の
動
作
に
関
す
る
場
合
が
多
い

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
祝
本
』
で
は
、

＊
こ
こ
ま
で
お
じ
や
シ
て
も
ど
り
や
る
も
の
か
（
十
一
オ
）

＊
あ
ま
つ
さ
へ
ぶ
す
を
ミ
な
に
な
し
や
シ
た
（
二
十
二
オ
）

な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
用
例
ば
か
り
で
あ

る
。
ま
た
、

＊
い
や
、
先
ま
ち
や
（
四
十
六
オ
）

の
例
は
、
命
令
形
語
尾
の
「
れ
」
が
脱
落
し
た
も
の
で
、
『
狂
言
記
』
に

は
用
例
が
あ
る
が
、
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
『
祝
本
』
の
実
態
は
、
内
容
的

に
は
『
狂
言
記
』
に
近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。



以
上
、
『
祝
本
』
の
用
語
を
、
文
法
的
現
象
の
い
く
つ
か
に
限
っ
て
見

て
き
た
。
こ
の
他
に
も
検
討
す
べ
き
言
語
現
象
は
な
お
多
い
が
、
あ
る
程

度
は
『
祝
本
』
の
性
格
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
『
祝
本
』
の
位
置

を
、
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
形
で
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
Ａ
）
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ
り
も
以
前
の
様
相
を
示
す
も
の

※
（
三
）
動
詞
・
助
動
詞
の
命
令
形
語
尾
「
ョ
」
と
「
イ
」

※
（
六
）
原
因
・
理
由
を
表
す
「
ホ
ド
ー
ー
」
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
な
ど

（
Ｂ
）
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
に
近
い
様
相
を
示
す
も
の

※
（
二
）
ラ
行
下
二
段
活
用
と
そ
の
四
段
化
の
う
ち
、
「
ク
ダ
サ
ル

ル
」
「
ナ
サ
ル
ル
」

（
Ｃ
）
『
虎
明
本
』
に
近
い
様
相
を
示
す
も
の

※
（
四
）
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
ル
」
「
オ
リ
ャ
と
「
オ
ヂ
ャ
ル
」

と
そ
の
否
定
形
の
う
ち
、

「
御
座
ナ
イ
」
「
御
座
ラ
ヌ
」

（
Ｄ
）
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
と
、
『
狂
言
記
』
と
の
中
間
的
な
様

一
一
一

相
を
示
す
も
の

※
（
二
）
ラ
行
下
二
段
活
用
と
そ
の
四
段
化
の
う
ち
、
「
メ
サ
ル
ル
」

※
（
五
）
待
遇
表
現
形
式
「
オ
ー
ャ
ル
」
「
Ｉ
ャ
と
の
数
値

（
Ｅ
）
『
狂
言
記
』
に
近
い
様
相
を
示
す
も
の

※
（
二
二
段
活
用
と
そ
の
一
段
化

※
（
四
）
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
ル
」
「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」

と
そ
の
否
定
形
の
う
ち
、

「
御
座
ア
と
「
御
座
ル
」

※
（
四
）
「
御
座
ア
ル
」
「
御
座
と
「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」

と
そ
の
否
定
形
の
う
ち
、

「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」

※
（
五
）
待
遇
表
現
形
式
「
オ
ー
ャ
ル
」
「
ｌ
ャ
と
の
内
容

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
祝
本
』
は
、
諸
本
の
う
ち
ど
れ
に
近
い

と
簡
単
に
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
考
え
れ
ば
、
こ
れ
も
当
然
の
こ

と
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
狂
言
の
詞
章
は
、
流
派
や
家
柄
に
よ
っ
て

複
雑
な
伝
承
過
程
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
当
代
の
口
語
が
ど
の
よ
う
に

選
ば
れ
る
か
も
、
流
派
や
家
柄
、
時
に
は
個
人
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
右
の
結
果
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
祝
本
』
の
こ
と
ば
は
、
『
狂

言
記
』
よ
り
も
下
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ

る
。

し
か
し
問
題
は
、
国
語
の
流
れ
の
中
に
『
祝
本
』
の
こ
と
ば
を
置
い
た

場
合
、
そ
れ
が
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ
り
新
し
い
言
語
を
反
映
し
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と
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
割
合
は
十
一
対
一
と
な
っ
て
お
り
、
「
ホ
ド
ー
ー
」
の

勢
力
が
『
虎
明
本
』
以
上
に
強
い
。
歴
史
的
に
は
中
世
の
「
ホ
ド
ー
こ
優

勢
か
ら
、
近
世
の
「
ニ
ョ
ッ
テ
」
の
伸
長
と
い
う
流
れ
が
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
『
祝
本
』
は
『
虎
明
本
』
よ
り
も
や
や
前
の
様
相
を
示

す
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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七
四
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四
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あ
る
。
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
「
御
座
ナ
イ
」
の
比
率
が
か
な
り
高
い
『
祝

本
』
も
、
大
蔵
流
に
近
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
最
初
に
紹

介
し
た
演
劇
的
な
内
容
面
か
ら
の
永
井
猛
氏
の
推
定
も
思
い
合
わ
さ
れ
て

興
味
深
い
こ
と
で
は
あ
る
。

－３６５

て
い
る
部
分
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
祝
本
』
が
『
虎

明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ
り
も
古
い
成
立
ら
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
一
見

矛
盾
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
な
お
よ
く
考
え

て
み
た
い
と
思
う
が
、
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
『
祝
本
』
は
、
確
か
に
成

立
そ
の
も
の
は
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
よ
り
古
い
が
、
大
蔵
流
・
和

泉
流
の
正
統
を
継
ぐ
宗
家
の
狂
言
で
あ
る
『
虎
明
本
』
や
『
天
理
本
』
が
、

中
世
以
来
の
伝
統
を
こ
と
ば
の
面
で
も
多
く
残
し
て
い
る
の
と
は
違
っ
て
、

よ
り
近
世
的
な
、
く
だ
け
た
口
語
を
積
極
的
に
採
用
し
た
結
果
だ
と
考
え

て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
『
祝
本
』
は
、
『
狂
言
記
』
に
つ
い

て
推
測
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
、
傍
流
あ
る
い
は
町
風
の
台
本
で
、

『
狂
言
記
』
よ
り
は
古
い
本
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
祝
本
』
の
詞
章
が
ど
の
流
派
の
も
の
に
近
い
か
は
、
こ

れ
ら
の
言
語
現
象
で
は
明
確
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
た

だ
一
つ
、
注
意
さ
れ
る
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
（
四
）
の
「
御
座
ア
ル
」

「
御
座
ル
」
「
オ
リ
ャ
ル
」
「
オ
ヂ
ャ
ル
」
と
そ
の
否
定
形
の
う
ち
、

「
御
座
ナ
イ
」
「
御
座
ラ
ヌ
」
の
現
れ
方
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
虎
明
本
』

に
似
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ

う
な
興
味
の
あ
る
事
実
が
あ
る
。
即
ち
、
『
天
理
本
』
に
次
ぐ
和
泉
流
の

古
写
本
と
し
て
『
和
泉
家
古
本
』
（
承
応
Ｉ
天
和
頃
成
立
）
が
あ
る
が
、

こ
の
本
に
お
い
て
は
、
旧
形
「
御
座
ナ
イ
」
の
割
合
が
む
し
ろ
上
昇
し
て

い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
大
蔵
流
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の

で
あ
る
（
文
献
⑫
一
）
。
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
の
大
蔵
流
に
お
い
て
は
、
和

泉
流
に
比
較
し
て
「
御
座
ナ
イ
」
を
よ
り
好
む
傾
向
が
あ
る
ら
し
い
の
で



⑨
小
林
賢
次
「
言
語
資
料
と
し
て
の
天
理
本
『
狂
言
六
義
』
」
（
『
近
代

語
研
究
第
八
集
』
所
収
、
武
蔵
野
書
院
、
平
一
一
）

⑩
拙
稿
「
古
狂
言
本
の
待
遇
表
現
形
式
『
オ
ー
ャ
ル
』
と
『
ｌ
ヤ
ル
』
」

「
言
語
資
料
と
し
て
の
和
泉
家
古
本
『
六
義
』
」
（
『
近
代

索
九
集
』
所
収
、
武
蔵
野
書
院
、
平
五
）

（
本
学
文
学
部
）

「
中
世
口
語
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」

－３６６

（
「
文
献
探
究
」
二
三
、
平
一
）

⑪
小
林
千
草
「
中
世
口
語
に
お
け

（
「
国
語
学
」
九
四
、
昭
四
八
）

⑫
小
林
賢
次
「
言
語
資
料
と
し
て
（

語
研
究
第
九
集
』
所
収
、
武
杢


